
ら 
※
こ
こ
に
記
載
の
他
、
多
数
の
新
刊
図
書
が

入
っ
て
い
ま
す
。 

２月４日に、由良町中央公民館でトークとギター 

の弾き語りによる人権コンサートを開催しました。  

講師は、高知県出身で同県在住の堀内佳さんで、シン 

ガーソングライターの他、ラジオのパーソナリティ 

なども行い、幅広く活躍されています。 

堀内さんは、胎児の頃から両目の中に癌ができ、生 

まれてまもなく医師から「両方の眼球をとらないと 

死んでしまう」と宣告されました。そのため、母親は 

佳さんを連れて２０ヶ所余りの病院を回り、最後に

行った阪大病院で、「この子の命を守ってあげられるのはあなただけですよ。手術はそんなに難

しくないので高知で受けてください。」と言われ、大阪から船で高知への帰路につきました。 

その船中で、夜中に佳さんが泣きだしたため、みんなの迷惑になってはいけないと思い、船

の甲板に出て、泣き止ませようと必死にあやしたりしましたが泣き止みません。 

その時母親は、夜の暗い海を見ながら「この子は一生目が見えない。そんなつらい人生を送

るくらいなら、いっそこの海に飛び込んで死んでしまった方が楽かも…。但し、ひとりで死ん

だらこの子は目が見えないから、あの世に行ってもずっと道に迷い続ける。だから私も一緒に

逝って、天国まで道案内をする。それがこの子を産んだ私の責任だ。」そんな風に考え、海に飛

び込む前にもう一度息子の顔を見ておきたいと振り向いた瞬間、にこっと笑っていたそうです。 

その笑顔を見た母親は、はっと我に返り、さっきまで思いっきり泣いていた子供が、今こん

なに笑っている。一生目が見えないことが、どんなに辛い事か今はわからないが、「おかあちゃ

ん僕生きているんだよ」という事を笑顔で伝えている。この子の道案内をするのはあの世じゃ

ない、この世で素敵な人生を歩んでいけるようにする。それがこの子を産んだ私の役割なんだ

と思い直し、「ごめんね」って何度も何度も泣きながら佳さんを抱きしめて謝ったそうです。 

この話を１６歳位の頃、「お前の笑顔が二人の命を救ったんだよ。もしあの時、にこっとした

笑顔がなかったら二人の命はなかったんだよ。」と初めて聞いたそうです。 

それから高知に帰って、１歳になる前に両方の眼球を取る手術をしました。 

 裏面に続く 
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保育園の頃は、石を投げられて怪我をしたり、目の中に 

砂を詰め込まれたこともありました。 

この時は、目が痛いというよりも胸の奥の方を鷲づか 

みされたような、苦しい何とも言えないような感覚にな 

って、我慢できずに飛びかかっていこうとした瞬間、その 

様子を見ていた母親が「何するつもり？本当にかわいそ 

うなのはあんたじゃないよ。言葉でからかわれ、石をぶつ

けられ、目の中に砂を詰め込まれたあんたより、もっとかわいそうなのは、自分より弱い立場の人を

見つけて、あるいは、自分より不自由な部分や弱い部分をもっている人を見つけていじめたりから

かったりして喜んでいる、そんな人達のほうがずーっとかわいそうだよ」と佳さんに言いました。 

その時は４歳の頃で、母親の言葉を理解できるはずがなく、「なんで守ってくれなんだん」と、も

のすごく反発したそうです。「自分の子供が目の中に砂を詰め込まれて痛くない親なんかいないです

よ。見ていた母親の方が、何百倍も痛かったと思います。自分の息子が、人をいじめて喜ぶような人

間にならないように守ってくれたと思います。」と話していました。 

父親からは、「障害者として生きるな。みんなのやさしさに甘えていたらダメだ。」と、磯釣りや山

登りなどいろんなことにチャレンジさせ、厳しく育てることによりハンデを克服して、前向きに生

きていけるようにと教えられたそうです。 

他にもまだ掲載したいことがありますが、紙面の都合上端折ります。 

堀内さんはギターを左右反対に持ち、一番細い１弦と太い６弦が上下逆さまにした状態で弾いて

いました。誰からも教わることがなく、また、全盲のために持ち方もわからず、持ち方を聞いたとき

には、他人とは違った自分流の弾き方で、一生懸命やることによって、自信が持てるようになったと

言われていました。 

弾き語りは「笑顔の花」や、幼少に故郷を離れた時の思いを込めた「回想-円行寺口駅にて-」ほか

数曲を歌われ、プロのシンガーソングライターの歌声が心に響きました。 

 最後になりますが、このトークの中で、「笑顔の大切さ」「父母の毅然とした子育ての姿」「形にと

らわれず自分流を貫く姿」など大切なものを改めて考えさせられ、心に残るものがありました。 
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毎週土曜日 

午前9時 30分～ 

午前11時 30分 

【由良町中央公民館】 


